
1－   －

は
じ
め
に

　

本
書
は
、
作
家　

畑
耕
一
が
晩
年
に
著
し
た
翻
訳
草
稿
の
中
か
ら
、
Ｍ
・
Ｒ
・

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
十
作
品
を
翻
刻
し
た
も
の
で
す
。

広
島
市
立
中
央
図
書
館
の
広
島
文
学
資
料
室
で
は
、
広
島
に
ゆ
か
り
の
深
い
作
家

の
一
人
と
し
て
、
畑
耕
一
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
て
お
り
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ

ム
ズ
の
ほ
か
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ミ
ド
ル
ト
ン
ら
の
怪
奇
小
説
、

幻
想
小
説
と
呼
ば
れ
る
短
篇
作
品
の
翻
訳
草
稿
を
、
二
〇
点
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
作
品
に
つ
い
て
は
、
『C

o
l
l
e
c
t
e
d
 
G
h
o
s
t
 
S
t
o
r
i
e
s
 

o
f
 
M
.
R
.
J
a
m
e
s

』
（E

d
w
a
r
d
 
A
r
n
o
l
d

社　

一
九
三
一
年
）
の
う
ち
、
序
と
十
五

作
品
の
計
十
六
点
の
翻
訳
草
稿
と
と
も
に
、
出
版
元
で
あ
るE

d
w
a
r
d
 
A
r
n
o
l
d

社

か
ら
畑
耕
一
に
送
ら
れ
た
一
九
五
一
年
十
二
月
十
一
日
付
け
の
航
空
書
簡
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
書
簡
に
は
、
同
書
の
日
本
語
版
を
出
版
し
た
い
旨
、
畑
か
ら
照
会



2－   －

を
受
け
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
畑
の
願
い
は
叶
わ
ず
、
現
在
ま
で
こ
れ

ら
の
翻
訳
は
出
版
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
正
二
年
、「
三
田
文
学
」
誌
上
に
発
表
し
た
「
怪
談
」
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
畑
は
、

国
内
外
の
怪
談
を
集
め
、
当
時
流
行
し
た
怪
談
会
へ
通
い
、
幽
霊
画
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
熱
中
す
る
な
ど
、
大
変
な
怪
談
好
き
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
、

郷
土
広
島
の
文
芸
復
興
の
た
め
力
を
尽
く
し
た
畑
が
、
怪
談
に
魅
入
ら
れ
た
作
家

と
し
て
、
晩
年
に
取
り
組
ん
だ
の
が
こ
れ
ら
の
翻
訳
作
品
で
す
。

　

現
在
、
畑
耕
一
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
絶
版
と
な
っ
て
お
り
、
手
に
取
る
機
会
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
書
を
き
っ
か
け
に
、
畑
耕
一
と
そ
の
作
品
へ
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

広
島
市
立
中
央
図
書
館
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著
者
紹
介

Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
（M

o
n
t
a
g
u
e
 
R
h
o
d
e
s
 
J
a
m
e
s
 

一
八
六
二
―
一
九
三
六
年
）

　

イ
ギ
リ
ス
の
作
家
、
古
文
書
学
者
。
イ
ー
ト
ン
校
校
長
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

副
総
長
を
務
め
、
研
究
の
傍
ら
、
怪
奇
小
説
を
執
筆
し
た
。
最
初
の
作
品
集
『
好

古
家
の
怪
談
集
』
（
一
九
〇
四
年
）
ほ
か
、
発
表
さ
れ
た
約
四
〇
篇
の
作
品
は
、

イ
ギ
リ
ス
怪
奇
小
説
の
古
典
と
し
て
現
在
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、

『
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
全
集　

全
二
巻
』
紀
田
順
一
郎
／
訳
（
創
土
社　

昭
和

四
八
年
）
、
『
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
怪
談
全
集 

全
二
巻
』
紀
田
順
一
郎
／
訳
（
東

京
創
元
社 

平
成
十
三
年
）
な
ど
の
翻
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
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畑
耕
一
（
は
た 

こ
う
い
ち
）
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
～
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年

　

小
説
家
、
劇
作
家
、
評
論
家

　

広
島
市
堀
川
町
（
現　

中
区
）
出
身
。
東
京
大
学
卒
業
後
は
東
京
日
日
新
聞
社

記
者
、
国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
と
し
て
勤
務
。
こ
の
間
、
大
正
二
年
「
三
田
文
学
」

へ
発
表
し
た
「
怪
談
」
で
文
壇
へ
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、

松
竹
キ
ネ
マ
に
入
社
後
、
研
究
所
長
、
企
画
部
長
と
し
て
映
画
・
演
劇
製
作
に
携

わ
る
。
大
学
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
映
画
研
究
の
講
座
を
担
当
、
ま
た
、
歌
謡
曲

を
作
詞
す
る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
た
。
代
表
的
な
著
作
に
『
笑
ひ
き
れ
ぬ
話
』
、

『
怪
異
草
紙
』（
と
も
に
大
正
十
四
年
刊
）
、
随
筆
『
ラ
ク
ダ
の
コ
ブ
』（
大
正
十
五
年
）
、

『
広
島
大
本
営
』
（
昭
和
十
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
十
九
年
よ
り
安
佐
郡
可
部

町
（
現
安
佐
北
区
）
に
疎
開
、
戦
後
は
「
中
国
文
化
」
「
ぎ
ん
の
す
ず
」
な
ど
に

作
品
を
書
く
な
ど
、
広
島
の
文
芸
復
興
に
尽
力
し
た
。
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ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
「
畑
耕
一
」

　

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
i
b
r
a
r
y
.
c
i
t
y
.
h
i
r
o
s
h
i
m
a
.
j
p
/
h
a
t
a
k
o
i
c
h
i
/

）

　

 

【
写
真
】
畑
耕
一
と
幽
霊
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン



6－   －

凡
例

本
文
表
記
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
原
文
の
趣
を
尊
重
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、

次
の
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

１　

漢
字
は
新
字
体
を
用
い
、
旧
字
俗
字
等
は
改
め
る
。

２　

旧
仮
名
づ
か
い
は
現
代
仮
名
づ
か
い
に
改
め
る
。

３　

明
白
な
誤
記
・
脱
字
・
冗
字
等
は
改
め
る
。

４　

作
者
自
身
が
付
し
た
、
送
り
仮
名
や
振
り
仮
名
の
表
記
が
通
常
と
違
っ
て
い	

	
 

て
も
、
意
味
の
取
り
違
え
等
の
不
都
合
の
生
じ
な
い
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
残	

	
 

す
。



7－   －

ご
利
用
に
あ
た
っ
て

　

本
書
に
掲
載
し
た
作
品
に
は
、
現
在
の
人
権
尊
重
の
観
点
か
ら
照
ら
し
て
み
る

と
不
適
切
な
表
現
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
作
品
執
筆
当
時
の
時
代
背
景
や
そ
の

資
料
性
を
鑑
み
て
、
原
文
の
ま
ま
収
録
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
意
図
を
ご

理
解
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。


